
{
第
二
報
告
〕宗

教
立
法
の
観
点
か
ら

渡

部

議

(
臨
時
教
育
審
議
会
甑
事
務
総
〉

本
自
の
課
題
が
ど
う
い
う
経
緯
か
ら
設
定
さ
れ
た
か
に
つ
き
ま
し
て
は
詳
し
く
承
知
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

応
明
り
離
し
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
幸
い
で
す
。

」
の
会
の
鰹
留
か

受持教立法の善悪点から(護軍部)

か
つ
て
の
私
の
職
務
と

宗
教
法
人
の
公
議
性
に
つ
い
て
の
境
作
法
を
み
ま
す
と
、
榔
存
知
の
と
お
り
、

法
が
制
定
さ
れ
、
宗
教
間
体
は
罰
法
に
よ
り
法
人
格
を
取
得
で
き
ま
す
の
で
、
現
行
法
上
、
京
教
法
人
が
去
益
法
人
で
あ
る
こ
と
に

特
に
論
議
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
ら
が
あ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
よ
う
な
会
で
こ
の
課
題
が
設
定
さ
れ
た
の
は
、
ひ

ら
は
ず
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、

ま
た
、

一
密
条
に
規
定
が
あ
り
、

さ
ら
に
宗
教
法
人

-
致
策
論
と
し
て
、

と

つ

は

現

行

法

を

離

れ

と

し

て

検

討

し

て

み

て

は

ど

う

か

、

ふ

た

つ

に

宗

教

法

人

が

公

益

性

を

持

つ
も
の
と
観
念
さ
れ
て
い
る
が
、
社
会
的
に
期
待
さ
れ
て
い
る
役
畿
・
機
能
を
果
た
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
|
|
こ
の
こ
と
か

ら
、
法
的
・
制
度
的
に
公
銃
殺
を
高
め
る
し
く
み
ぞ
検
討
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
察
し
て
い

宗
教
立
法
の
沿
革
そ
た
ど
り
な
が
ら
、
宗
教
法
人
等
の
公
益
牲
に
つ
い
て
争
理
念
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
争
宗
教
法
人
等
と
隈
と
の
関

そ
こ
で
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シンポジウム-~宗教法人の公益性について

係
に
お
い
て
、

φ
宗
教
法
人
等
の
内
部
に
お
い
て
、
の
観
点
か
ら
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
第

取
し
ま
す
の
は
、
宗
教
法
人
等
は
ど
う
い
う
意
味
で
公
益
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
か
、
第

の
理
念
レ
ベ
ル
に
お
い
て
と

の
宗
教
法
人
等
と
留
と
の
関
係
に

お
い
て
と
は
、

そ
の
よ
う
な
宗
教
法
人
等
と
冒
と
の
関
わ
り
合
い
、
す
な
わ
ち
こ
の
両
者
の
自
由
・
規
制
の
度
舎
に
つ
い
て
ど
の
よ

な
っ
て
い
る
の
か
、

一
は
宗
教
法
人
等
に
お
い
て
会
共
性
・
公
経
性
は
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
し
く
み
に

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
三
点
か
ら
明
治
以
揮
の
宗
教
制
疫
に
即
し
て
述
べ
る
こ
と
に
し
ま
す
。
な
お
、
明
治

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
に
つ
い
て
で
す
。

以
蹴
障
の
宗
教
制
度
に
つ
い
て
は
、
宗
教
学
、
社
会
学
に
お
い
て
は
、
議
常
、

五
践
に
区
分
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
明
治
維
新
か
ら

つ
の
時
期
と
す
る
考
え
方
が
強
い
よ
う
で
す
が
、
こ
こ
で
は
、
明
治
維
新
か
ら
宗
教
毘
体
法
の

四
年
〉
ま
で
を
一
つ
の
区
切
り
と
し
ま
す
。
第
一
…
の
時
期
は
京
教
毘
体
法
が
施
行
さ
れ
、
議
教
法
人
令
が
制
定
さ
れ
る

ま
で
の
際
、
第
一
一
一
は
宗
教
法
人
令
の
時
期
、
第
四
は
宗
教
法
人
法
制
定
以
後
で
す
。

た
だ
い
ま
も
拘
荷
先
生
か
ら
も
お
話
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
宗
教
法
人
の
特
性
に
つ
い
て
、
最
後
に
、
そ
れ
と
関
連
し
て

間
明
治
一
一
一
て

年
く
ら
い
ま
で
を

制
定
(
昭
和

次
に
、

京
教
立
法
を
め
ぐ
る
若
干
の
問
題
に
つ
い
て
、
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
宗
教
法
人
の
公
益
性
に
つ
い
て
第
の
理
念
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
で
す
が
、
第
一
、
第
二
の
時
期
は
大
日
本
帝
国
怒
法
が
「
関

本
臣
民
ハ
安
寧
秩
序
持
ノ
妨
ケ
ス
及
型
民
タ
ル
ノ
義
務
ニ
背
カ
サ
ル
鍛
ニ
於
テ
倍
教
ノ
自
由
ヲ
有
ス
」
と
規
定
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

解
釈
に
つ
き
ま
し
て
は
、
信
仰
の
告
耐
に
と
ど
ま
り
、
宗
教
持
為
の
自
由
ま
で
は
認
め
て
い
な
い
と
の
考
え
方
〈
消
極
説
)
、
信
仰
の

富
闘
は
も
ち
ろ
ん
宗
教
行
為
、
結
社
の
自
由
ま
で
を
含
な
と
の
考
え
方
(
積
極
説
て
さ
ら
に
中
間
前
向
な
も
の
と
し
て
信
仰
と
行
為
の
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自
由
に
と
ど
ま
り
、
結
社
の
富
由
は
程
合
し
な
い
と
の
考
え
方
〈
折
衷
説
)
が
あ
り
、
行
政
解
釈
は
浩
棒
読
そ
と
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

行
政
上
の
宗
教
の
意
義
・
範
囲
は
学
問
上
の
そ
れ
と
は
災
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
公
認
宗
教
、
京
教
の
公

そ
し
て
、

持
仏
道
は
明
治

と
え
ば
イ
ス
ラ
ム
教
な
ど
は
類
似
宗
教
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治
三
二
年
は
大
き
な
意
義
を
有
し
て
い
ま
す
。
第
一
次
京
教
法
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
明
治
二
七
年
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
安
政
の
不
平
等
条
約
が
諸
行
さ
れ
る
の
が
明
治
一
ニ
ニ
年
で
す
。
改

正
条
約
の
施
行
に
伴
い
、
内
地
雑
居
と
な
り
、
外
冨
悪
語
、
特
に
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
活
動
・
教
育
活
動
の
轡
及
、
拡
大
が
予
知
部
さ

れ
る
な
か
で
、
我
が
冨
古
来
の
道
徳
・
倫
理
を
い
か
に
守
っ
て
い
く
か
が
護
繋
な
課
題
と
な
り
、
こ
の
か
か
わ
り
か
ら
撰
教
法
案
が

れ
る
に
い
た
り
ま
す
。
余
設
で
す
が
、
二
般
ノ
教
育
ヲ
シ
テ
宗
教
ノ
外
ニ
特
立
々
シ
ム
ル
件
」
の
趣
設
も
悶
様
で
す
。
な
お
、

一
年
)
は
宗
教
法
の
制
定
を
予
想
し
て
い
ま
す

Q

い
う
こ
と
が
生
じ

七
年
、

に
公
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぞ
れ
以
外
の
、

キ
リ
ス
ト
教
は
明
治
一
二
一
一

民
法
施
行
法

さ
で
、
明
治
三
二
年
の
宗
教
法
案
の
提
出
理
由
で
す
が
、
そ
の
中
に
「
融
不
教
ト
申
ス
モ
ノ
ハ
社
会
員
教
ニ
重
大
ナ
ル
関
係
ヲ
有
シ

マ
ス
ル
故
ニ
毅
一
一
一
ノ
根
本
的
ノ
法
機
ヲ
設
ケ
マ
シ
テ
、
宗
教
ヲ
シ
テ
盟
家
ニ
対
シ
テ
相
当
ノ
地
盤
ヲ
保
タ
シ
ム
ル

ノ
必
要
ト
考
エ
マ
ス
」
と
あ
り
ま
す
。
「
風
教
」
と
は
、
健
に
よ
り
国
畏
を
教
化
し
て
い
く
と
い

が
、
国
民
の
教
化
が
公

議
で
あ
っ
た
と
い
え
る

い
ま
す
。
こ
の
京
教
法
案
は
成
立
し
ま
そ
ん
で
し
た
。
昭
和
…
に
再
度
提
出
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
趣

借
伸
二
期
間
ス
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
従
ッ
テ
社
会
期
教
ノ
上
ニ
甚
大
ノ
影
響
ヲ
及
ポ

ル
宗
教
ガ
益
々
輿
陸
発
達
致
シ
マ
シ
テ
、
人
心
-
一
安
心

宗教立法IJ)警護点から(渡部)

言
説
明
に
は
「
鮮
々
宗
教
ハ
人
心
ノ

ス
モ
ノ
タ
ル
コ
ト
ハ
今
更
申
ス

モ
ナ
イ
所
デ
ア
リ
マ
ス
。
此
故
一
一

世
道
人
心
ニ
禅
捕
令
シ
ム
コ
ト
ハ
誠

ス
ベ
キ
一
耕
一
ア
ア
リ
マ
ス
:
:
:
各
宗
教
ノ
発
機
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
、

立
命
ヲ
得
セ
シ
メ
、
大

国
家
社
会
ノ
為
必
要
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
ル
ガ
故
ニ
・
:
:
じ
と
の
説
明
が
あ
り
、
こ
の
第
一
の
時
期
に
お
け
る
公
益
に
つ
い
て
の
考
え
方

は
明
ら
か
で
す
。

た
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シンポジウムー然教法人の公主主牲について

第
二
は
、
宗
教
関
体
法
の
時
期
制
で
す
。
宗
教
団
体
法
は
昭
和
一
四
年
公
布
、
濁
成
年
議
行
で
す
。
実
は
、
こ
の
法
の
成
立
の
航
、
招

和
四
年
に
宗
教
語
体
法
案
が
間
用
意
さ
れ
た
の
で
す
が
、
こ
の
擦
の
文
部
大
臣
説
明
の
中
に
「
教
化
団
体
ト
シ
テ
国
民
精
神
ノ
作
興
ノ

上
一
一
貢
献
ゼ
シ
ム
ペ
キ
趣
宮
」
と
あ
り
ま
す
。
培
和
…
四
年
の
宗
教
語
体
法
案
の
理
由
書
で
は
「
国
民
精
神
ノ
作
興
ハ
宗
教
ノ
健
全

ナ
ル
発
達
ニ
倹
ツ
所
頗
ル
大
ニ
シ
テ
現
下
事
籍
軍
要
ノ
擦
其
ノ
必
饗
東
一
一
切
実
ナ
ル
モ
ノ
ニ
鑑
ミ
宗
教
匝
体
ニ
関
ス
ル
現
行
法
規
ヲ

整
備
統
一
シ
宗
教
盟
体
ノ
地
位
及
之
ニ
対
ス
ル
保
護
監
督
ノ
関
係
ヲ
明
碓
ナ
ラ
シ
メ
其
ノ
健
全
ナ
ル
発
達
並
ニ
教
化
機
能
ノ
精
進
ヲ

関
ル
等
ノ
為
宗
教
盟
体
法
ヲ
制
定
ス
ル
ノ
必
要
ア
リ
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
関
民
精
神
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
大
正

一
一
一
年
一
一
月
に
発
布
さ
れ
中
耕
し
た
「
富
民
精
神
作
興
一
一
関
ス
ル
件
」
〈
認
欝
)
で
は
、
「
宜
ク
教
育
ノ
潤
源
ヲ
崇
ヒ
テ
智
徳
ノ
遊
進
ヲ

努
メ
個
綱
紀
ヲ
粛
正
シ
風
格
ヲ
匡
勘
シ
浮
華
放
難
ヲ
斥
ケ
テ
繁
堂
内
剛
鐘
ニ
趨
キ
軽
熱
論
激
ヲ
矯
メ
テ
醇
浮
中
正
ニ
磁
シ
人
倫
ヲ
明
ニ
シ

テ
親
和
司
/
致
シ
公
徳
ヲ
守
リ
テ
秩
序
ヲ
保
チ
安
保
司
ノ
護
シ
簡
制
ヲ
尚
ヒ
忠
孝
義
勇
ノ
美
ヲ
擬
ケ
博
愛
共
存
ノ
護
持
ノ
篤
ク
シ
入
リ
テ
ハ

恭
倹
勤
敏
業
一
一
搬
シ
産
ヲ
治
メ
出
テ
テ
ハ
一
戸
〕
ノ
利
害
ニ
備
ゼ
ス
シ
テ
カ
ヲ
公
経
世
務
日
一
掲
シ
N
M
テ
岡
家
ノ
興
隆
ト
民
族
ノ
安
栄
社

会
/
一
視
社
ト
ヲ
顕
ル
ヘ
シ
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
会
議
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
見
方
・
考
え
方
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ

な
寓
意
見
が
あ
ろ
う
か
と
患
い
ま
す
が
、
公
益
の
内
容
は
開
明
ら
か
で
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
こ
の
擦
に
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、
明

治
懇
法
に
お
け
る
信
教
の
自
由
は
娼
限
定
的
に
解
釈
さ
れ
、
か
っ
、
そ
の
一
信
教
の
自
由
そ
享
受
し
う
る
範
臨
も
公
認
宗
教
に
つ
い
て
で

あ
り
、
ま
た
宗
教
団
体
等
の
認
可
の
際
の
公
益
も
狭
く
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。
宗
教
団
体
法
に
お
け
る
謡
可
主
義
は
、
法
律

に
定
め
る
要
件
を
兵
備
し
て
い
れ
ば
校
教
庁
の
裁
量
の
余
地
な
く
認
可
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
実
質
的
に

は
許
可
主
義
に
あ
た
る
も
の

り
方
が
、
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こ
の
こ
と
は
、
宗
教
内
容
と
考
え
ら
れ
る
事
項
の
記
載
の
仕
方
に
つ
い
て
の
所
轄
庁
の
か
か
わ

そ
れ
以
後
と
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
い
く
つ
か
の
事
興
か
ら
も
回
明
ら
か
で
す
。
以
上
の
こ
と
に
関
し
て
は
、

公
益
の
考
え
方
に
時
患
が
強
く
反
映
さ
れ
、
そ
の
組
彩
が
濃
く
な
っ
た
の
明
、
は
な
い
か
と
の
御
意
見
が
あ
ろ
う
か

の

い
ま
す
。
し



民
法
に
基
づ
く
宗
教
に
関
す
る
法
人
の
設
立
は
、
い
わ
ゆ
る
綾
持
財
詰
や
宗
教
箆
体
関
の
連
絡
調
整
を
行
う
も
の
な

ど
に
限
定
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
宗
教
関
体
は
民
法
に
よ
っ
て
は
法
人
格
を
取
得
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
民
法
上
の
公
益
そ
単

か
し
、

に
不
特
定
多
数
の
利
益
と
解
し
て
も
、
宗
教
団
体
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
意
味
を
有
し
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
宗
教
団
体
に
つ
い
て
は

館
記
以
外
に
会
議
概
A
み
は
あ
り
え
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

第
一
一
一
は
、
宗
教
法
人
令
の
時
期
で
す
。
宗
教
法
人
令
の
提
案
理
由
告
文
色
庁
が
発
行
し
ま
し
た
「
明
治
以
降
宗
教
制
度
百
年
史
」

に
よ
っ
て
み
て
み
ま
す
と
、
こ
れ
ら
の
宗
教
法
人
1
1
l当
時
、
礁
に
存
在
し
て
い
た
宗
教
法
人
と
い
う
こ
と
で
す
が
i
ー
は
宗
教
関

体
法
の
廃
止
と
と
も
に
当
然
に
解
散
し
、
清
算
手
続
き
を
と
ら
な
砂
れ
ば
な
ら
ず
、
更
に
従
来
事
容
し
て
い
た
免
税
そ
の
怖
の
保
護

を
失
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
単
純
に
宗
教
鰐
体
法
を
麗
止
す
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
の
善
後
策
と
し
て
、
相
当
の
法
的
処
爾
そ

草寺教立法の観点、から{渡部}

こ
と
だ
と
患
い
ま
す
が
i

|
、
京
教
法
人
の
財
産
保
全
等
の
た
め
、
宗
教
関
体
法
に
代
わ
る

べ
き
法
令
を
つ
く
る
こ
と
を
必
要
と
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
第
一
、
第
二
の
時
期
と
は
照
明
ら
か
に
鵠
列
な
り
、
社
会
的
に
存
在

す
る
岡
山
体
に
そ
の
権
利
・
義
務
の
関
係
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
法
人
格
の
取
得
合
認
め
る
、
間
体
承
認
と
い
う
性
絡
が
濃
厚
で
あ

り
、
ま
た
、
公
益
に
つ
い
て
は
民
法
の
制
解
釈
と
同
様
に
な
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
隈
り
で
は
、
祭
教
法
人
に
画
有
的
権

特
定
的
公
設
殻
は
、
宗
教
間
体
法
当
時
と
は
異
な
り
、
親
瞭
に
な
り
ま
し
た
。

第
自
は
、
宗
教
法
人
法
の
制
定
以
後
で
す
。
家
教
法
人
法
が
鱗
策
さ
れ
た
の
は
、
時
和
一
一
六
年
で
す
。
そ
の
提
案
理
由
は
、
「
現
行

の
宗
教
法
人
令
は
、
い
わ
ゆ
る
ポ
ツ
ダ
ム
勅
令
で
あ
り
、
ま
し
て
:
・
:
廃
止
命
命
ぜ
ら
れ
た
悶
宗
教
岡
山
体
法
に
か
わ
っ
て
、
京
教
語
体

の
財
産
保
全
の
た
め
の
善
後
措
置
と
し
て
、
早
々
の
間
に
製
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
民
主
的
立
法
の
原
裂
に
の
っ
と

っ
て
、
宗
教
法
人
制
震
を
、
法
楠
揮
を
も
っ
て
規
定
す
る
必
要
が
痛
感
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
」
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
諜
教
法
人

さ
ら
に
、
「
問
問
令
は
現
下
の
宗
教
界
の
実
情
に
績
ら
し
ま
た
渦
去
五
年
有
余
の
実
施
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シンポジウムー宗教法人の公益性について

の
あ
と
を
顧
み
ま
し
た
と
き
、
不
備
の
点
も
少
く
な
く
、
他
方
に
お
き
ま
し

信
教
の
自
由
の
基
盤
の
上
に
立
つ
新
た
な
宗
教
法

人
観
度
の
建
立
が
各
方
題
か
ら
要
望
さ
れ
る
実
構
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
」
と
の
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は
主
と
し
て
湾
法
の
宗
教

務
体
の
定
義
な
い
し
は
饗
件
と
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
宗
教
団
体
の
践
的
あ
る
い
は
公
益
性
と
関
連
す
る
も
の
と
み
る
こ
と
は
不

適
当
と
い
う
べ
き
で
し
ょ
う
。

次
に
、
第
二
の
接
点
で
あ
り
ま
す
宗
教
法
人
等
と
冨
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
た
い

宗
教
関
体
法
の
制
定
ま
で
は
、
教
菜
採
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
自
体
が
前
述
の
公
益
の
推
進
に
資
す
る
か
ど
う
か
の
問
題
が

あ
り
ま
し
た
。
教
宗
派
の
成
立
は
教
規
宗
制
を
定
め
、
そ
の
中
に
は
管
長
選
定
の
方
法
も
規
定
し
、
主
務
官
庁
の
認
可
を
受
け
ま
す
。

慣
例
で
は
、
教
宗
派
の
成
立
は
、
既
成
教
宗
諌
よ
り
別
派
強
立
し
、
ま
た
既
成
の
教
派
が
合
併
す
る
場
合
に
眼
っ
て
い
ま
す
。
神
弘

道
に
関
す
る
限
り
新
宗
教
運
動
に
よ
っ
て
新
た
に
一
誠
を
創
立
す
る
こ
と
も
で
き
た
よ
う
で
す
。
一
派
樹
立
に
つ
い
て
は
、

源
、
話
革
の
浩
長
、
教
義
並
び
に
布
教
の
笑
繍
、
教
師
養
成
機
関
の
投
備
、
教
勢
の
実
力
等
を
考
査
し
、
か
っ
、

持
殊
の
事
由
を
認
め
た
も
の
に
対
し
て
上
奏
勅
裁
そ
級
て
許
可
す
る
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
し
た

な
い
類
叡
宗
教
!
|
こ
の
こ
と
ば
は
か
な
り
以
前
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
公
文
書
の
上

い
ま
す
。

そ
の
起

派
独
立
す
ぺ
務

教
宗
派
の
成
立
が
認
め
ら
れ

い
り
ま
す
の
は
、
大

正
八
年
で
す
。
神
仏
道
義
欝
教
等
ノ
教
派
ニ
盟
腕
ゼ
ス
シ
テ
宗
教
類
保
ノ
行
為
押
ノ
ナ
ス
者
、
こ
れ
が
類
叡
宗
教
で
す
が

i
iは
、
警
察

行
政
、
取
り
締
り
行
政
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
教
宗
派
の
成
立
の
ほ
か
、
閣
と
か
か
わ
る
異
体
的
事
項
は
「
神
仏
教
導
職
ヲ

縄
シ
、
住
職
任
免
教
師
ノ
等
級
進
退
ノ
コ
ト
ヲ
各
管
長
ニ
委
設
ス
ル
件
」
〈
明
治
↓
七
年
太
政
官
布
達
一
九
号
)
に
あ
り
ま
す
。
「
自
今
神

仏
教
導
職
坤
ノ
蝿
シ
寺
院
ノ
注
職
坤
ノ
経
免
シ
及
教
蔀
ノ
等
級
却
ノ
進
退
ス
ル
コ
ト
ハ
総
テ
各
管
長
一
一
委
佼
シ
一
史
ニ
左
ノ
条
件
ヲ
定
ム
」
と

さ
れ
、
こ
の
左
の
条
件
と
し
て
第
一
条
か
ら
第
五
条
ま
で
あ
り
ま
す
が
、
特
に
第
四
条
は
、
管
長
ハ
各
其
立
教
関
宗
ノ
主
義
ニ
患
テ

左
項
ノ
条
焼
ヲ
定
メ
内
務
郷
ノ
蕗
可
ヲ
得
可
シ
」
と
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
事
穫
は
、
神
還
に
つ
い
て
は
「
教
規
、
教
師
タ
ル
ノ
分
限
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及
其
称
号
ヲ
定
ム
ル
歯
学
、
教
師
榔
ノ
等
薮
進
退
ノ
事
し
、
仏
教
に
つ
い
て
は
J
ホ
制
、
寺
法
、
増
侶
建
一
一
教
額
タ
ル
ノ
分
限
及
其
称
号
ヲ

定
ム
ル
事
、
寺
院
ノ
住
職
授
免
及
教
師
ノ
等
級
議
選
ノ
事
、
寺
説
ニ
麟
ス
ル
古
文
書
宝
物
什
器
ノ
類
ヲ
保
存
ス
ル
コ
ト
」
で
す
。
し

た
が
い
ま
し
て
、
今
日
の
宗
教
法
人
法
と
異
な
り
、
宗
教
事
項
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
管
長
の
職
務
の
大
き
さ
を
反
映
し
て
、

管
長
の
海
外
渡
航
は
制
隈
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
管
世
間
を
通
じ
て
そ
の
宗
派
の
教
化
活
動
を
進
め
る
と
い
う
こ
と
が
「
各
智
長
ニ
委

任
ス
ル
L

と
い
う
表
現
に
な
っ
た

い
ま
す
。

家教立ままの観点から{霊査部)

次
に
、
宗
教
間
体
法
の
待
期
で
す
が
、
こ
れ
も
ほ
ぽ
詩
様
明
、
す
。
宗
教
団
体
法
第
一
一
一
条
に
次
の
規
定
が
あ
り
ま
す
。
「
教
派
、
宗
派

又
ハ
教
団
押
ノ
設
立
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
設
立
者
ニ
診
テ
教
現
、
家
制
又
ハ
教
関
規
則
押
ノ
呉
シ
法
人
グ
ラ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
在
リ
テ
ハ

其
ノ
旨
ヲ
照
明
ニ
シ
主
務
大
鹿
ノ
認
可
ヲ
受
ケ
ル
コ
ト
ヲ
喪
ス
」
と
。
こ
の
認
可
は
、
前
述
し
た
と
お
り
、
講
学
上
の
許
可
で
す
。
教

規
、
察
側
刷
、
教
団
規
制
約
に
記
載
す
べ
き
事
頃
に
は
、
例
え
ば
、
教
義
の
大
要
な
ど
宗
教
上
の
事
項
も
あ
り
ま
す
。
「
教
派
及
宗
派
ニ
ハ

管
長
ヲ
、
教
団
ニ
ハ
教
団
統
理
者
ヲ
聾
ク
ペ
シ
」
と
さ
れ
、
「
管
制
日
間
、
教
閉
続
理
者
又
ハ
薬
代
務
者
就
任
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
、
五
務
大

垣
ノ
認
可
ヲ
受
ケ
ル
コ
ト
ヲ
要
L

し
ま
し
た
。
総
代
の
選
任
お
よ
び
解
缶
等
は
蕗
出
事
項
で
す
。
財
産
に
つ
い
て
は
費
鋒
の
規
定
、

さ
ら
に
処
分
等
の
離
に
は
認
可
を
要
す
る
皆
の
規
定
(
九
条
、
一

O
条
〉
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
欝
と
の
か
か
わ
り
そ
法
す
事

項
が
多
々
あ
り
ま
し
た

0

・
中
で
も
、
一
六
条
の
「
宗
教
盟
体
又
ハ
教
欝
ノ
行
ブ
宗
教
ノ
教
義
ノ
笈
布
若
ハ
犠
式
ノ
執
行
又
ハ
宗
教
上

ノ
行
事
ガ
安
寧
秩
序
ヲ
妨
グ
又
ハ
臨
畏
タ
ル
ノ
義
務
ニ
背
ク
ト
キ
ハ
主
務
大
間
ハ
之
ヲ
鰯
際
シ
若
ハ
禁
止
シ
、
教
師
ノ
業
務
ヲ
停
止

シ
又
ハ
宗
教
団
体
ノ
設
立
ノ
認
可
ヲ
取
議
ス
コ
ト
ヲ
得
」
と
め
議
定
は
い
さ
さ
か
予
訪
的
で
あ
り
、
か
っ
、
広
範
に
わ
た
り
ま
す
。

次
い
で
一
七
条
J
水
教
団
体
ハ
其
ノ
機
関
ノ
職
ニ
在
ル
者
法
令
又
ハ
教
相
場
、
宗
鋭
、
教
罰
規
則
、
寺
院
規
則
若
ハ
教
会
規
則
間
一
一
違
反

シ
其
ノ
他
公
益
ヲ
害
ス
ベ
キ
行
為
押
/
為
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
主
務
大
白
ハ
之
ヲ
取
諮
シ
、
停
止
シ
若
ハ
禁
止
シ
又
ハ
機
関
ノ
鞍
ニ
在
ル
者

ペ
キ
行
為
ヲ
為
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
主
務
大
臨
ハ
其
ノ
業
務
ヲ

ノ
改
任
ヲ
命
ズ
ル
コ
ト
ヲ
得
、
教
師
榔
法
令
ニ
違
反
シ
其
ノ
他
公
益
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停
止
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
、

八
条
1
1

支
務
大
臣
ハ
宗
教
間
体
ニ
対
シ
監
督
上
必
喪
ア
ル
場
合
ニ
診
テ
ハ
報
告
ヲ
徴
シ
又
ハ
実
況
ヲ
謂
資

ス
ル
コ
ト
ヲ
得
し
と
る
り
、
掘
の
関
与
は
現
在
と
か
な
り
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

一一一条、

四
条
に
宗
教
結
社
に
興
す

る
規
定
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
先
制
棺
市
中
し

w

ま
し
た
よ
う
に
宗
教
団
体
法
で
用
い
ら
れ
て
い
る
認
可
に
は
行
政
官
庁
の
裁
援
の
余
地
が

あ
り
、
か
っ
、
宗
教
上
の
事
項
を
も
含
ん
で
お
り
、
事
仇
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
認
可
さ
れ
な
い
宗
教
の
内
部
伯
尚
一
信
仰
は
と
も
か
く
、

外
部
的
行
動
、
特
に
岡
山
体
的
活
動
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
が
、
こ
の
時
期
間
の
特
徴
で
あ
り
ま
す
。

第
一
二
の
宗
教
法
人
令
の
時
期
で
す
が
、
題
と
宗
教
団
体
と
の
関
係
を
規
定
す
る
の
は
わ
ず
か
二
条
で
す
。
量
か
ら
み
て
も
宗
教
醤

体
法
と
は
か
な
り
異
な
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
ニ
条
の
内
容
で
す
が
、

ひ
と
つ
は
宗
教
法
人
が
或
立
し
た
場
合
の
所
轄
庁
へ
の
届
出

ス
ペ
キ
行
為
ヲ
為
シ
タ
ル
ト
キ
又
ハ
神
社
、
寺
院
若
ハ
教
会
ガ
社

穀
、
堂
字
又
ハ
会
堂
ノ
滅
失
後
五
年
内
ニ
其
ノ
撞
設
ヲ
為
ナ
ザ
ル
ト
キ
、
主
緋
輸
省
及
代
務
省
ヲ
欠
ク
コ
ト
一
一
一
年
以
上
一
一
及
プ
ト
キ
L

の
解
散
命
令
で
す
。
こ
の
解
散
命
令
は
裁
判
所
が
行
う
も
の
で
、
行
政
庁
が
か
か
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

次
に
宗
教
法
人
法
で
す
が
、
宗
教
法
人
の
設
立
、
規
則
変
更
等
は
所
轄
庁
と
の
関
係
で
は
届
出
総
か
ら
認
証
棋
に
変
わ
っ
て
い
ま

す
。
露
註
は
法
令
に
適
合
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
令
審
査
し
て
、
合
法
牲
を
公
に
磯
認
す
る
行
為
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
宗
教
法
人
の

活
動
や
二
定
の
場
合
に
矯
正
す
る
観
点
か
ら
の
規
定
を
み
ま
す
と
、
公
益
事
業
以
外
の
事
業
の
停
止
命
令
〈
七
九
条
)
、
認
証
の
取
橋

〈八

O
条
〉
が
あ
り
ま
す

d

。
こ
れ
は
、
行
政
庁
と
の
関
係
で
す
が
、
事
後
的
な
規
制
守
す
。
裁
判
所
と
の
関
係
で
は
解
散
命
令
の
規
定

(
七
条
て
も
う
ひ
と
つ
は
J
水
教
法
人
令

違
反
シ

ハ
公
益

/¥ 

条
)
が
あ
り
ま
す
。

第
三
は
、
宗
教
関
体
等
の
内
部
関
係
に
つ
い
て
で
す
が
、
宗
教
団
体
法
の
制
制
定
ま
で
は
任
載
記
載
事
項
と
い
う
こ
と
で
処
理
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。
宗
教
関
体
法
で
は
「
教
徒
及
需
徒
ノ
総
代
一
一
一
人
以
上
ヲ
鍛
グ
ペ
シ
」
〈
八
条
)
と
の
規
定
と
そ
の
職
務
が
書
い
て

あ
り
ま
す
。
宗
教
法
人
令
に
な
り
ま
す
と
、
対
世
間
、
構
成
員
に
期
間
ず
る
規
定
が
増
え
て
い
ま
す
。
一

八
条
、
九
条
、
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な
ど
で
す
。
こ
れ
が
宗
教
法
人
法
に
な
り
ま
す
と
、
公
共
性
を
保
つ
よ
う
な
規
定
が
増
え
て
ま
い
り
ま
す
。
資
配
役
員
の
鰯
度
・
公

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
宗
教
団
体
法
、
宗
教
法
人
令
、
宗
教
法
人
法
と
、
次
第
に
現
行

法
に
近
づ
く
に
し
た
が
っ
て
間
体
自
治
を
強
化
す
る
よ
う
な
相
続
短
が
増
え
て
き
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

告
の
制
度
は
そ
の
典
型
で
あ
ろ
う
か

主誇教立t去の畿点から{渡部)

宗
教
法
人
の
特
性
に
揮
し
、
そ
の
公
益
性
と
の
か
か
わ
り
か
ら
、
宗
教
法
人
の
公
益
性
に
つ
い
て
、
何
故
、

と
り
上
げ
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
私
な
り
の
感
想
を
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
民
法
玄
関
開
条
の
会
益
に
つ
い
て
は
不
特
定
多
数

の
利
益
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
宗
教
法
人
法
は
、
宗
教
法
人
1
1
1
法
人
格
を
取
得
す
る
以
前
で
す
の
で
、
正
確
に
は
宗
教
盟
体
で
す
が

l
iに
つ
い
て
、
宗
教
の
教
義
を
ひ
ろ
め
、
議
式
行
事
そ
行
い
、
及
び
信
者
を
教
北
育
成
す
る
こ
と
を
主
た
る
呂
的
と
す
る
、
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
規
定
は
公
益
を
具
体
的
に
規
定
し
た
も
の
で
な
く
、
宗
教
揺
体
の
要
件
を
定
義
し
た
に
と
ど
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、

宗
教
法
人
の
設
立
の
擦
の
規
則
は
こ
の
点
に
関
し
て
は
宗
教
あ
る
い
は
教
宗
派
等
、
す
な
わ
ち
宗
教
間
体
を
特
定
北
す
る
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
そ
う
し
ま
す
と
、
宗
教
即
公
益
と
民
法
が
笠
言
的
に
示
し
て
い
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
、
宗
教
団
体
の
性
質
上
、
そ

盟
体
利
益
、
構
成
員
の
制
利
益
と
見
な
さ
れ
や
す
い
と
こ
ろ
か
ら
く
る
グ
竣
昧
さ
。
が
宗
教
法
人
の
公
益
性
の
論
議
を
ひ

時
態
と
し
て

れ
2うま

き
起
こ
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
戦
前
は
、
宗
教
団
体
法
等
の
提
案
理
出
師
、
あ
る
い
は
宗
教
行
政
を
み
ま
す
と
公
益
が
明

ら
か
で
す
。
ま
た
、
民
法
は
宗
教
は
公
益
そ
有
す
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
明
治
ニ
九
年
当
時
の
諜
教
に
つ
い
て
の
会
益

性
i
i
l
一
一
で
述
べ
た
と
こ
ろ
で
す
が
l
i
i
を
前
提
と
し
た
も
の
と
解
釈
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
ら
、
戦
後
、
あ
る
い
は
今
日
、
こ
の
点

に
つ
い
て
単
に
不
特
定
多
数
の
利
益
と
い
う
だ
け
で
は
不
充
分
で
、
議
教
に
関
す
る
場
合
の
公
益
の
概
念
の
変
獲
に
つ
い
て
注
意
が
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払
わ
れ
る
べ
き
だ
と
患
い
ま
す
。
宗
教
法
人
'
法
、
宗
教
法
人
令
を
制
制
定
す
る
轄
に
、
こ
の
公
益
性
に
つ
い
て
い
か
な
る
議
論
が
な
さ

れ
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
思
い
ま
す
。
次
に
、
信
教
の
出
口
由
は
少
数
者
の
自
由
で
す
か
ら
、
こ
れ
に
つ
い
て
不
特
定
多
数
の
科
畿
と
い

う
だ
け
で
は
、
民
法
君
臨
条
の
解
釈
と
し
て
は
不
十
分
だ
と
患
い
ま
す
。
こ
の
解
釈
論
は
、
特
に
戦
後
、
宗
教
に
つ
い
て
は
あ
て
は

ま
ら
な
い
点
が
あ
る
、

と
い
う
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

阻

最
後
に
宗
教
立
法
を
め
ぐ
る
若
干
の
問
題
で
す
が
、
こ
れ
は
第
一
一
一
の
宗
教
法
人
の
特
性
と
か
か
わ
り
を
有
し
ま
す
。
さ
き
ほ
ど
、

拘
南
先
生
は
故
井
上
葱
行
氏
の
考
え
を
輝
紹
介
し
て
、
宗
教
法
人
が
公
益
事
業
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
宗
教
法
人
の
公
益
性
を
高
め

一
広
々
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
立
法
論
と
し
て
は
法
人
格
取
得
の
前
提
と
し
て
の
宗
教
団
体
の
要
件
は
、
む
し
ろ
い

わ
ゆ
る
三
要
素
だ
け
で
充
分
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
公
議
事
業
の
実
揺
を
必
須
要
件
と
ナ
る
こ
と
は
宗
教
法
人

に
な
り
得
る
宗
教
関
体
の
範
菌
を
よ
り
狭
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
行
法
が
合
設
事
業
等
に
つ
い
て
の
規
定
を
第
二
条
か
ら
は
ず

し
、
第
六
条
に
お
い
て
規
定
し
た
こ
と
は
立
法
論
と
し
て
み
ま
す
と
、
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
京
教

関
体
、
宗
教
法
人
が
社
会
的
責
授
を
果
た
し
て
い
く
よ
で
、
第
六
条
に
規
定
す
る
公
益
事
業
を
活
発
に
行
う
こ
と
は
大
事
だ
と
患
い

そ
の
公
益
事
業
を
行
わ
な
い
こ
と
に
は
宗
教
法
人
格
を
取
得
で
き
な
い
と
い
う
の
で
は
疑
問
問
が
残
る
諮
じ
が
し
ま
す
。
以

ま
す
が
、

上
が
第

点
で
す
。

第
二
点
は
、
宗
教
法
人
の
制
度
は
稲
矛
震
ず
る
関
係
を
内
包
し
て
い
る
の
で
は
令
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
稽
教
の
自
品
開
は
、

イ
ノ
リ
テ
ィ
の
尊
重
で
す
か
ら
、
理
念
レ
ベ
ル
に
お
い
て
そ
の
公
益
牲
を
強
め
れ
ば
強
め
る
ほ
ど
矛
覇
、
衝
突
し
て
く
る
の
だ
ろ
う
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ぞ
う
す
る
と
、
不
特
定
多
数
の
利
益
が
、
車
接
、
公
益
な
の
で
は
な
く
抽
象
的
で
す
が
稽
教
の
自
由
を
保
障
す
る
こ

と
が
合
益
に
な
る
と
考
え
る
べ
き
か
ら
し
れ
ま
せ
ん
。
宗
教
法
人
格
の
取
得
の
要
件
・
手
続
に
関
し
て
は
、

と
患
い
ま
す
。

フ
リ
ー
ダ
ム
・
フ
ロ
ム

が
実
際
に
は
多
数
決
原
理
を
基
礎
と
す
る
間
の
立
法
政
策
の
問
題
と
し
て
犠
わ
れ
る
と
い
う
側
面
が
あ
り
ま
す
。
宗
教
法
人
法
は
、

こ
の
調
整
を
宗
教
団
体
の
島
治
に
求
め
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
宗
教
法
人
の
公
共
牲
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
自
身

も
ま
た
、
立
法
政
策
の
問
題
で
す
。

第
一
一
一
点
は
、
宗
教
法
人
格
を
取
得
す
る
宗
教
岡
山
体
の
規
績
等
を
ど
う
考
え
る
か
で
す
。
行
政
繍
か
ら
す
れ
ば
、
た
と
え
ば
、
宗
教

法
人
の
設
立
の
認
証
の
糠
に
、
宗
教
理
体
の
規
模
、
実
績
に
つ
い
て
あ
る
程
患
の
確
信
号
も
ち
た
い
、
し
か
し
そ
れ
は
民
麗
か
ら
い

え
ば
、
あ
る
緯
度
の
規
模
、
実
績
の
な
い
も
の
は
法
人
格
の
取
得
が
困
難
に
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ど
う
い
う
基
準
で
宗

教
詰
体
に
法
人
格
取
得
の
漢
を
拓
く
か
は
基
本
的
に
は
宜
法
政
策
の
問
題
で
す
が
、
そ
の
擦
の
考
え
方
を
ど
う
す
る
か
の
陽
醐
端
で
す
。

第
四
は
、
宗
教
法
人
の
非
課
税
等
の
範
懸
の
腕
問
題
で
す
。
こ
の
場
合
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
予
算
統
制
に
相
当
す
る
も
の
が
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
代
替
の
チ
ェ
ッ
ク
、
租
税
回
避
な
ど
を
法
的
に
は
ど
う
い
う
方
法
で
防
い
で
い
く
か
も
含
め
て
検

討
す
る
必
繋
が
あ
ろ
う
か
と
患
い
ま
す
。

2宗教立法の観点から(主主総}

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
承
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
最
後
は
、

本
日
は
、

日
墳
、
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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